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6. 硝化を抑制する熱帯イネ科牧草

［要約］熱帯イネ科牧草の一種であるBrachiaria humidicolaは、 土壌中のアンモニア酸化細菌の増殖を特異
的に抑制することにより、 硝化作用を抑制し、 土壌から発生する亜酸化窒素の量を著しく減少させる。
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〔背景・ねらい〕

熱帯の低肥沃土壌では、利用できる有機物や肥料が限られており、作物による窒素の利用効率を高める

ため、 出来るだけ硝化による窒素の揮散や溶脱を抑える必要がある。 そのため硝化抑制剤入りの肥料が

開発されているが、 未だ高価であり途上国での使用量は微々たるものである。 最近、 植物の中に様々な

養分獲得機能を持つものが明らかとなっているが、 もし、 植物自身が硝化抑制作用を持つなら窒素の利

用効率を飛躍的に高めるとともに、 温暖化ガスの 一種である亜酸化窒素の大気への放出も抑制すること

が出来る。 この研究では、 ある種の熱帯イネ科牧草地において硝酸態窒素が蓄積されないという報告を

もとに、 この牧草が硝化抑制作用をもつことを実証し、 そのメカニズムの解明とともに、 土壌から発生

する亜酸化窒素の抑制効果を検討することを目的とする。

〔成果の内容• 特徴〕

1. CIAT ( 国際熱帯農業研究センタ ー ， コロ ンビア）から入手した 3種類の熱帯イネ科牧草(Brachiaria

decumbens(Bd), B. humidicola(Bh), Melinis minutiflora(Mm))をポットで8週間生育させ、 土壌のみを採取

した。 採取した土壌に硫安を添加し、 土壌中の硝化作用を測定した結果、 Bd,Mm区では硝化が速や

かに進行するが、 Bh区では硝化が始まるまで12日間のラグがあり、 硝化作用が抑制されている（図

1)。 土壌から発生する亜酸化窒素量は Bd,Mm区ともに無植物区と等量であるが、 Bh区ではそれら

の1/6以下と少ない（図2)。

2. 3種類の熱帯イネ科牧草をポットで1 0日間生育させ、 硫安を液肥として添加し、 土壌中のアンモニ

ア酸化細菌数を調べた結果、 3種類の牧草の中で、 Bh区のみアンモニア酸化細菌の増殖が抑制され、

対照区と同様の値を示している（図3 )。

3. 以上の結果より、Brachiaria humidicolaはアンモニア酸化細菌の増殖を特異的に抑制し、 アンモニア

態窒素が亜硝酸態窒素に変わる反応が抑制されるために、 土壌中の硝化作用が抑制され、 亜酸化窒素
の発生量も減少する（図4)。

〔成果の活用面・留意点〕

このBrachiaria humidicolaの特異な機能を用いることにより、 窒素の利用効率を高め、 環境に負荷を与

えない農業への応用が期待される。 また、 この熱帯イネ科牧草は、 根よりアンモニア酸化細菌の増殖を

抑制する何らかの物質を分泌していることが考察されるので、 この物質の同定が必要である。
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図1 土壌中のアンモニア態窒素の変化
0 日目のアンモニア態窒素を 100% として
表した。
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図3 アンモニア酸化細菌数の変化
窒素を与えず植物も無い区を対照区、 窒
素を与えたが植物のない区を無植物区と
した。
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図2 土壌から発生する亜酸化窒素の変化
植物を生育させなかった土壌で、 窒素を与
えない区を対照区、 窒素を与えた区を無植
物区とした。
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図4 B.humidicolaによる硝化抑制機構
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